
 

 

 

 

いのちの先生「助産師」① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（家族へ） 

いのちの勉強をして、いのちはとても大切なも

のだと改めて思いました。自分を大切にしていか

なければと思いました。私が健康で生まれてきた

ことは、すばらしいことだと分かりました。 

本当の重さの赤ちゃんの人形を抱いてみまし

た。とても重くて、あの重さをお母さんが毎日お

んぶしているのは大変だなと思いました。毎日お

んぶしてくれてありがとう。私を産んでくれてあ

りがとう。大切に育ててくれてありがとう。 

 

（保護者より） 

 いのちの大切さや自分はかけがえのない存在

なのだと学んでくれてありがとう。あなたは、パ

パとママにとって初めての赤ちゃんで、初めて親

にしてくれた存在です。生まれたばかりのとき

は、とても華奢で、小さくて、そっと触らなけれ

ば壊れてしまうのではないかと新米のママは、ド

キドキしたものです。11 歳になり、ママよりも

大きくなったけれど、いつまでもパパ、ママにと

っては愛おしく大切な存在だということを忘れ

ないでね。目標をもって努力しているあなたをず

っと応援しているよ。 

いのちの教室 

砺波市立砺波北部小学校 

平成３０年６月２１日実施 

（家族へ） 

いのちは一つしかなくて、とても大切なもの

だと改めて思いました。自分のいのち、家族の

いのち、友達のいのち、どのいのちも大切にし

たいです。 

私を産んでくれたお母さん、育ててくれたお

父さんに感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

（保護者より） 

あなたは、世界に一人しかいません。お父さ

んとお母さんの大切な子供です。人生を楽しく

過ごしていけるよう見守っていきますよ。これ

からもいのちを大切にし、人を思いやる人にな

ってください。 

いのちの言の葉 2018 
富山県教育委員会 平成３０年度いのちの教育総合支援事業 

【授業の概要】 

① 第二次成長期を迎える体の変化 

② 卵子と精子と受精卵 

③ 妊婦体験活動 

④ 子宮内の胎児の特徴と成長の様子 

⑤ 出産時の母胎と胎児の様子 

⑥ いのちの連続性 

この「いのちの先生」は、以下の学校でも授

業をされています。 

射水市立大門中 7/4、射水市立新湊南部中 12/6、 

砺波市立庄川小 1/25 

でも、いのちの授業が行われています。 


